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アメリカE-2ビザ補足質問書(DS-156の内容に従って記入)

名前はローマ字で記入。
申請者が貿易駐在員の本人の場合は①～⑰を記入。同行家族のみ申請の場合は⑱＊を記入。
①取得するビザの種類
EXECUTIVE/MGR/ESSENTIAL EMP (E2)    TREATY INVESTER (E2)
②申請者のタイプ
   Principal Owner/Investor/Trader/Supervisor/Specialist/Manager/Executive/Other
   Otherの場合は具体的に記入

③現在の勤務先 ④役職（英語で記入）と職務 ⑤勤続年数

⑥勤務先住所

〒
⑦最終学歴学校名

⑧取得学位（例：学士） ⑨専攻 ⑩卒業年

⑪学歴に関してその他の報告事項があれば詳細を記入

⑫役職名、職務内容、直属の部下を含むアメリカでの役職情報を明記
役職 職務内容（直属の部下含む）

⑬年棒 ⑭福利厚生手当

＄ ＄
⑮企業内担当責任者⑮企業内担当責任者

姓 名 役職
⑯当申請の問合せ責任者の情報

姓 名 住所

TEL FAX メールアドレス
⑰アメリカ企業情報 E－ビザ登録番号
会社名 （不明の場合は未記入でも可）

住所 郵便番号 TEL
⑱*主たる申請者の情報(Ｅ2駐在員の情報）

姓 名 駐在先企業名

補足書類の企業、申請者の資格、同行家族の人数が記載された手紙は、下記の９ＦＡM41.51
で定義されているすべての要件を明記する必要があります

・米国との条約国であること。
・申請者/企業は条約の国籍であること。貿易が既に行われていること。
・投資が既に行われている、あるいは投資過程であること。
・投資は実態のある企業へのものでなければならない。
・投資は相当額であること。
・投資は投資家と家族の生計を支えるために必要な金額をはるかに上回るものでなければならない。
・投資家はその企業の促進、しき市する役職でなければならない。
・申請者が従業員の場合は、米国業務の役員または管理職あるいはその企業に必要不可欠な専門
知識を有する職種に就く予定であること。
・申請者はE-2としての資格が終了後、米国を離れる意思があること。


